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【
う
ら
へ
続
く
】

つ
い
に
歴
史
が
動
い
た

国
連
会
議
、
核
兵
器
禁
止
条
約
を
採
択

　
　
　

加
盟
国
約
３
分
の
２
、１
２
２
カ
国
が
賛
成

　

人
類
史
上
初
め
て
核
兵

器
を
違
法
化
す
る
核
兵
器

禁
止
条
約
が
７
日
、「
国

連
会
議
」
で
採
択
さ
れ
ま

し
た
。
加
盟
国
の
約
3
分

の
2
に
当
た
る
１
２
２
カ

国
が
賛
成
（
棄
権
1
、
反

対
1
）。
採
択
の
瞬
間
、

議
場
は
総
立
ち
、
拍
手
と

歓
声
が
鳴
り
や
ま
ず
、
政

府
代
表
も
市
民
社
会
の
代

表
も
互
い
に
抱
擁
、
新
た

な
歴
史
の
幕
開
け
と
な
り

ま
し
た
。
日
本
政
府
が
参

加
し
な
い
な
か
、
日
本
共

産
党
代
表
団
は
会
議
に
参

加
し
、
そ
の
成
功
の
た
め

に
活
動
し
ま
し
た
。

　

条
約
前
文
は
基
本
命
題

と
し
て
核
兵
器
の
非
人
道

性
を
き
び
し
く
告
発
。「
ヒ

バ
ク
シ
ャ
」
は
容
認
し
が

た
い
苦
難
を
被
っ
た
存
在

で
あ
る
と
と
も
に
、「
核

兵
器
な
き
社
会
」
を
つ
く

る
ク
リ
エ
ー
タ
と
し
て
明

記
さ
れ
ま
し
た
。

　

１
条
の
禁
止
事
項
で

は
、
核
兵
器
の
「
開
発
、

実
験
、
生
産
、
製
造
、
取

得
、
所
有
、
貯
蔵
」
な
ど

が
禁
止
、さ
ら
に
「
使
用
、

使
用
の
威い
か
く嚇
」
が
禁
止
さ

れ
ま
し
た
。
こ
れ
は
核
兵

器
の
威
嚇
に
よ
っ
て
安
全

保
障
を
は
か
ろ
う
と
す
る

「
核
抑
止
力
論
」
を
否
定

す
る
も
の
で
す
。条
約
は
、

抜
け
穴
を
な
く
し
、
核
兵

器
に
「
悪
の
烙ら
く
い
ん印
」
を
押

し
、
そ
れ
を
全
面
的
に
違

法
化
す
る
も
の
と
な
り
ま

し
た
。

　

ま
た
核
兵
器
の
完
全
廃

絶
に
向
け
て
、
核
保
有
国

と
そ
の
同
盟
国
の
条
約
参

加
が
不
可
欠
で
す
が
、
条

約
は
そ
れ
に
門
戸
を
広
く

開
い
て
い
ま
す
。
さ
ら
に

条
約
は
、
被
爆
者
へ
の
支

               日本共産党創立 95周年

　　　記 念 講 演 会

　  日本共産党委員長　　社会科学研究所所長

　　志位和夫　　　不破哲三

　７月１9日（水）午後６時半開会
　　　なかのＺＥＲＯ大ホール
　　　　（JR中野駅南口徒歩 8分）

核兵器禁止条約採択の瞬間、喚起に包まれる市民社会の出席者

　　　　　　　　　７日、ニューヨーク国連本部

折り鶴を手に条約採択を歓迎する人たち　８日、広島市

　

九
州
北
部
豪
雨
。「
14

日
現
在
、
死
者
32
人
、
安

否
不
明
10
数
人
だ
」「
１
０

０
０
人
以
上
が
避
難
生
活

を
強
い
ら
れ
て
い
る
」「
土

砂
や
流
木
な
ど
の
影
響
で

被
害
の
全
容
が
い
ま
だ
把

握
で
き
て
い
な
い
」「
熱

中
症
や
避
難
所
で
の
感
染

症
な
ど
暑
さ
対
策
も
課
題

に
な
っ
て
い
る
」

　
　

×　
　
　
　

×

　

加
計
学
園
問
題
で
閉
会

中
審
査
（
10
日
）。「
文
科

省
の
前
川
前
事
務
次
官
が

改
め
て
官
邸
の
関
与
を
強

調
し
た
」「
菅
官
房
長
官

は
関
与
を
否
定
し
た
が
、

前
川
氏
の
話
は
具
体
的
で

誠
実
だ
」「
安
倍
首
相
や

キ
ー
マ
ン
と
言
わ
れ
る
和

援
を
締
結
国
が
「
差
別
な

く
十
分
に
提
供
す
る
」
こ

と
を
明
記
し
ま
し
た
。

　

米
英
仏
は
採
択
後
す
ぐ

に
条
約
否
定
の
共
同
声
明

を
出
し
ま
し
た
が
、
条
約

を
無
視
で
き
ず
、
追
い
つ

め
ら
れ
た
姿
を
あ
ら
わ
に

し
ま
し
た
。
日
本
政
府
は

「
署
名
す
る
こ
と
は
な
い
」

と
条
約
へ
背
を
向
け
ま
し

た
。
唯
一
の
被
爆
国
の
国

民
と
し
て
私
た
ち
は
、
条

約
参
加
を
国
民
の
圧
倒
的

な
声
と
し
て
核
兵
器
廃
絶

の
本
流
に
加
わ
り
、
そ
の

先
頭
に
立
つ
日
本
に
変
え

て
い
く
こ
と
が
求
め
ら
れ

て
い
ま
す
。
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【
職
場
か
ら
の
続
き
】

安倍内閣の退陣をめざす 7・19 大集会

場所：国会議員会館前
日時：7月 19 日（水）18:30 ～
主催：戦争させない・9条壊すな！総がかり
　　　行動実行委員会

自
由
脅
か
す
政
権
打
倒
を

　

大
学
人
と
市
民
が
つ
ど
い

　

 

「
安
全
保
障
関
連
法
に

反
対
す
る
学
者
の
会
」
は

９
日
、「
自
由
が
危
な
い

　

表
現
・
思
想
・
学
問
の

自
由
」
と
題
し
た
大
学
人

と
市
民
の
つ
ど
い
を
開
き

ま
し
た
。
約
６
５
０
人
が

参
加
し
、
暴
走
す
る
安
倍

自
公
政
権
の
打
倒
を
訴
え

ま
し
た
。

　

同
会
発
起
人
の
広
渡
清

吾
・
東
京
大
学
名
誉
教
授

が
開
会
あ
い
さ
つ
。「
民

意
を
無
視
し
て
行
政
を

私
物
化
し
、
共
謀
罪
な
ど

で
市
民
の
自
由
を
脅
か
す

安
倍
政
権
を
取
り
換
え
よ

う
」
と
述
べ
ま
し
た
。

　

中
野
晃
一
上
智
大
学
教

授
、
高
山
佳
奈
子
京
都
大

学
教
授
、「
未
来
の
た
め

の
公
共
」
の
馬
場
ゆ
き
の

氏
、
早
稲
田
大
学
有
志
の

会
の
小
原
隆
治
氏
ら
大
学

関
係
者
や
ジ
ャ
ー
ナ
リ
ス

ト
、
市
民
団
体
の
代
表
が

リ
レ
ー
発
言
し
ま
し
た
。

　

ま
と
め
の
発
言
で
佐

藤
学
・
学
習
院
大
学
教
授

は
「
森
友
・
加
計
問
題
で

安
倍
政
権
へ
の
市
民
の
怒

り
が
広
が
り
、
都
議
選
で

自
民
党
は
惨
敗
し
た
。
今

が
攻
め
ど
き
だ
。
学
者
と

市
民
が
手
を
取
り
、
共
謀

罪
法
を
廃
止
へ
追
い
込
も

う
」
と
訴
え
ま
し
た
。

泉
補
佐
官
も
出
席
し
な
か

っ
た
」「
世
論
調
査
で
は

７
割
以
上
が
政
府
の
説
明

不
足
と
答
え
て
い
る
」

は
確
実
に
あ
っ
た
と
答
え

た
」「
ト
カ
ゲ
の
し
っ
ぽ

切
り
で
終
わ
ら
せ
て
は
な

ら
な
い
」

　
　

×　
　
　
　

×

　

安
倍
内
閣
支
持
率
急

落
。「
報
道
各
社
の
世
論

調
査
で
支
持
率
は
軒
並
み

30
％
台
だ
」「
時
事
通
信

で
は
30
％
を
切
っ
た
」「
支

持
率
30
％
台
は
第
２
次
安

倍
内
閣
発
足
以
降
初
め

て
だ
」「
憲
法
破
壊
、
国

政
の
私
物
化
な
ど
安
倍
政

権
へ
の
怒
り
の
あ
ら
わ
れ

だ
」

　
　

×　
　
　
　

×

　
『
神
宿
る
島
』
宗
像
・

沖
の
島
と
関
連
遺
産
群

が
世
界
遺
産
に
登
録
（
９

日
）。「
構
成
資
産
８
件
一

括
で
登
録
さ
れ
た
」「
沖

の
島
は
中
国
や
中
東
か
ら

の
奉
献
品
が
出
土
し
海
の

正
倉
院
と
も
呼
ば
れ
て
い

る
」

　
　

×　
　
　
　

×

　

Ｇ
20
首
脳
会
議
共
同
声

明
で
パ
リ
協
定
を
後
戻

り
さ
せ
な
い
こ
と
が
明

記
（
８
日
）。「
ア
メ
リ
カ

以
外
の
19
各
国
が
一
致
し

た
」「
異
常
気
象
が
続
い

て
い
る
か
ら
温
暖
化
対
策

は
急
務
の
課
題
だ
」

　
　

×　
　
　
　

×

　
「
13
日
、
九
州
南
部
が

梅
雨
明
け
し
た
」「
関
東

で
は
猛
暑
が
続
い
て
い

る
」『
東
京
湾
で
は
赤
潮

が
発
生
し
た
」「
こ
こ
数

日
、
熱
中
症
で
病
院
に
搬

送
さ
れ
る
人
が
急
増
し
て

い
る
」

築地市場の保存活用要請

建築史的に高い価値
　　　国際学術組織

　

沖
縄
・
那
覇
市
議
選
が

９
日
投
開
票
さ
れ
、「
新

基
地
を
押
し
付
け
る
安
倍

政
権
に
ノ
ー
の
審
判
を
」

那
覇
市
議
選

　

共
産
党
７
議
席
に
躍
進

 

都
議
選
に
つ
づ
き

 

安
倍
政
権
・
自
民
党
に
審
判

と
訴
え
た
日
本
共
産
党
は

１
増
の
７
人
全
員
当
選
で

躍
進
を
果
た
し
ま
し
た
。

議
席
占
有
率
は
過
去
最
高

　

20
世
紀
の
価
値
あ
る
建

築
・
環
境
遺
産
の
保
全
を

求
め
る
建
築
家
や
エ
ン
ジ

ニ
ア
、
研
究
者
ら
で
つ
く

る
国
際
組
織「
ド
コ
モ
モ
」

の
日
本
支
部
は
３
日
、
小

池
都
知
事
に
対
し
、
築
地

市
場
は
「
高
い
建
築
史
的

価
値
が
認
め
ら
れ
る
」
と

し
て
、
保
存
活
用
の
可
能

性
を
検
討
す
る
よ
う
要
請

し
ま
し
た
。

　

同
支
部
は
、
築
地
市

場
の
建
築
史
に
お
け
る

価
値
と
し
て
、
▽
カ
ー
ブ

し
な
が
ら
続
く
鉄
骨
の
大

架
構
（
柱
と
は
り
で
屋
根

な
ど
を
支
え
る
）
に
よ
る

稀け

う有
の
空
間
構
成
を
つ
く

り
出
し
て
い
る
▽
近
隣
の

勝か
ち
ど
き
ば
し

鬨
橋
と
と
も
に
、
鉄
骨

造
に
よ
る
ユ
ニ
ー
ク
な
水

辺
景
観
を
つ
く
り
出
し
て

い
る―

と
し
て
、「
日
本

を
代
表
す
る
モ
ダ
ニ
ズ
ム

建
築
」
だ
と
強
調
し
て
い

ま
す
。

の
17
・
５
％
に
な
り
ま
し

た
。

　

来
年
の
知
事
選
で
の
県

政
奪
還
に
向
け
、「『
オ
ー

ル
沖
縄
』
の
牙
城
、
那
覇

か
ら
つ
ぶ
す
」
と
14
人
を

立
て
た
自
民
党
は
、
現
職

を
含
む
７
人
が
落
選
。
都

議
選
に
続
い
て
安
倍
政
権

と
自
民
党
に
厳
し
い
審
判

が
下
さ
れ
ま
し
た
。

　
　

×　
　
　
　

×

　

森
友
問
題
で
大
阪
府
議

会
が
籠
池
前
理
事
長
を
参

考
人
招
致
（
10
日
）。「
籠

池
氏
は
安
倍
首
相
夫
人

か
ら
の
１
０
０
万
円
寄
付


